


「入学してから半年がたって」
福祉大学校に入学して半年がたち思い返せばあっという間の毎日で
した。最初は授業についていけるか不安もありましたが、クラスの友達
と支え合いながら楽しく学ぶことができています。実際に演習ではふく
しだい保育園の子どもたちに初めての読み聞かせをしたり、自分たちで
演習内容を考えて子どもたちと遊んだりと緊張や不安もありましたが、
やりがいも感じました。
これからもたくさんのことを学びながら、自分の目指す保育士になれ
るように、笑顔を忘れず頑張っていきたいです！　　　（浦野　さくら）

「乳児実践で実際に子どもたちと関わって」
　9 月から 10 月にかけて諏訪市内の保育園で未満児保育を体験しなが
ら学びました。実際の現場で援助することに緊張した学生も少なくない
でしょう。講義で学んだことを実践的に学ぶ機会になりました。

乳児実践では、遊びやおむつ替え、午睡の援助などを実際に保育園の先生
方を見て一緒にやってみることを通して、乳児の生活リズムや保育者の役割
について学びました。
おむつ替えや午睡の場面では、特に信頼関係の大切さを感じました。言葉

がまだ通じなくても、笑顔や声のトーン、子どもに寄り添った言葉掛けに
よって、安心感や信頼関係が築かれることを実感しました。
今後の実践でも、今回学んだことを生かして子どもが安心できる保育を目指してい

きたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（横内　心優）

「ふくしだい保育園の運動会」

今年の運動会は室内で行われ、未満児から年長児までの園児が参加しまし
た。パラバルーンやダンス、かけっこなど、どの競技にも一生懸命取り組む姿が
とても印象的でした。年長児と保育学科 2 年による組体操では、心をひとつに
頑張る姿が感動的で、リレーではお互いに本気で走り楽しむ姿に笑顔があふれ
ていました。保育者の方々と協力し合い、心を合わせてつくり上げた温かい運
動会になりました。　　　　　　　　                                  　（有賀　珠月）

　併設されているふくしだい保育園の運動会に企画から運営まで参画して
学ぶ授業がありました。企画段階から関わった行事が成功した時の感動は、
一入です。このほか、ふくしだい保育園の子どもたちとは日頃から交流して
おり、学生にとっては「癒し」であり、実践力を身に着ける貴重な機会となっ
ています。

地域実践の授業で「ＳＵＷＡガラスの里」に行き、キャンドル
づくり体験と北大路魯山人展の見学をさせていただきました。
キャンドル作り体験では、沢山のパーツや砂の中から自分が好
きなものを選んで、オリジナルのキャンドルを作りました。沢
山悩みましたが、全員がオリジナルの可愛いキャンドルを作る
ことができました。また、北大路魯山人展を見学させて頂き、綺
麗な陶芸作品や力強い書道作品を見ることができました。
今回の授業を通して、芸術性高い陶芸作品に触れたり、学生
それぞれの素敵なキャンドルを作ったりでき、思い出深い体験
になりました。支援していただきありがとうございました。　                          
                                                               （渡辺　光）

　「地域実践演習」という授業の一環で地域の方々との交流を通して
諏訪地域の特徴について学ぶ機会があります。同窓会からのご支援
をいただき、丸井伊藤商店で味噌作り、ニデックオルゴール記念館す
わのねでオルゴール作り、しもすわ今昔館おいでやで時計作り、北澤
美術館で美術作品鑑賞、SUWAガラスの里でガラス美術製作等を体
験させていただきました。

北澤美術館を見学させていただきました。館内ではガラス工芸や絵画など、さ
まざまな芸術作品を鑑賞することができました。特に印象に残ったのは、ガラス
でつくられたお花やとんぼなどの繊細な模様です。細かな部分まで丁寧に表現さ
れていて、ガラスという素材でここまで表現できることに驚き、作り手の技術の
高さや作品に込められた思いを感じました。今回の見学を通して、芸術には見る
人の心を動かす力があることを学び、貴重な経験を積むことができました。あり
がとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小松　千紗）

地域実践演習での体験
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